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ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
遺
跡
の
よ
う
な
造
形
物
。
背
後
に

は
屹き

つ
り
つ立
し
て
い
る
奇
形
岩
の
岩
肌
―
―
。
そ
の
異
空
間
の

周
り
を
緑
が
包
み
込
み
野
趣
あ
ふ
れ
る
。
こ
こ
は
札
幌
市

南
区
の
石
山
緑
地
公
園
の
一
角
。

　

石
山
地
区
は
札
幌
の
南
西
部
に
位
置
し
、１
８
７
４（
明

治
７
）
年
に
札
幌
軟
石
（
支
笏
溶
結
凝
灰
岩
）
の
採
掘
が

始
ま
り
、
切
り
出
さ
れ
た
札
幌
軟
石
は
、
昭
和
初
期
ま
で

道
内
の
著
名
な
建
造
物
な
ど
の
建
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
。

　

そ
の
石
切
り
場
跡
を
メ
モ
リ
ア
ル
化
し
よ
う
、
と
札
幌

市
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
か
ら
調
査
、
計
画
し
て
、

９
年
間
か
け
て
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
公
園
化
し
た
。
公
園
は

道
を
挟
ん
で
、
大
き
く
南
北
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
、
北
は
見
晴
ら
し
の
良
い
展
望
テ
ラ
ス
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

　

南
ブ
ロ
ッ
ク
は
彫
刻
家
、
国
松
明
日
香
ら
５
人
の
造
形

集
団
「
サ
ン
ク
」
が
軟
石
の
が
け
の
谷
間
を
ア
ー
ス
・
ア
ー

ト
化
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
マ
ウ
ン
ド
」

や
、
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
「
午
後
の
丘
」、

南
ブ
ロ
ッ
ク
の
入
り
口
の
「
呼
吸
す
る
門
」
な
ど
が
配
さ

れ
て
、
幻
想
的
な
芸
術
性
が
高
い
空
間
を
織
り
な
し
て
い

る
。第
８
回
札
幌
市
都
市
景
観
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ほ
か
、

第
１
回
さ
っ
ぽ
ろ
景
観
総
選
挙
で
は
第
１
位
に
選
ば
れ
て

い
る
。
特
に
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〟
と

音
響
の
良
さ
は
定
評
で
、
音
楽
祭
典
や
太
鼓
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
〝
石
切
り
の
里
〟
の
同
地
区
は
札
幌
で
は
珍
し
い
ほ
ど

の
地
域
力
が
高
く
、
こ
の
公
園
造
成
も
石
山
地
区
町
内
会

連
合
会
（
町
連
、
福
士
昭
夫
会
長
）
や
軟
石
文
化
を
語
る

会
（
岩
本
好
正
代
表
）
の
強
い
要
望
で
実
現
。
そ
の
喜
び

を
発
信
す
る
狙
い
で
同
公
園
が
全
面
オ
ー
プ
ン
し
た
97
年

か
ら
９
回
、
町
連
ら
で
組
織
し
た
運
営
委
員
会
が
芸
術
祭

を
開
催
。
無
料
で

た
き
ぎ
薪
能
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
披
露

し
た
。
３
年
前
か
ら
は
８
月
に
約
３
千
本
の
ろ
う
そ
く
で

野
外
ス
テ
ー
ジ
を
包
み
込
み
な
が
ら
ラ
イ
ブ
音
楽
な
ど
が

流
れ
る
「
い
し
や
ま
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
執
り
行
わ

れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
で
、
09

年
に
誕
生
し
た
「
石
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち

協
、
会
長
・
福
士
町
連
会
長
）」
が
主
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
札
幌
軟
石
に
魅
せ
ら
れ
て
全
国
発
信
を
続
け
て
い

る
ア
ラ
フ
ォ
ー
女
性
が
、
軟
石
雑
貨
店
「
軟
石
や
」
を
営

む
小
原
恵
さ
ん
。
頑
丈
で
軽
く
、加
工
し
や
す
い
う
え
に
、

熱
に
も
強
い
特
性
を
生
か
し
て
、
建
材
用
端
材
を
小
さ
な

家
や
動
物
、
小
鳥
な
ど
の
ミ
ニ
ュ
チ
ュ
ア
、
文
字
を
か
た

ど
っ
た
も
の
な
ど
に
カ
ッ
ト
。
絵
柄
を
付
け
て
、
販
売
し

て
い
る
。
店
舗
兼
ア
ト
リ
エ
は
石
山
北
地
区
に
あ
り
、
軟

石
造
り
の
築
64
年
の
民
家
。
ネ
ッ
ト
と
口
コ
ミ
で
着
実
に

札幌国際芸術祭の一つとして石山緑地公園「午後の
丘」で繰り広げられた「OPEN　GATE～動き続け
る展覧会」。緑と崖の岩肌、さらに公園の軟石オブ
ジェを背景に、美術と音楽がコラボしながら、即興
パフォーマンスが披露された

札幌市石山緑地公園

幻想的な空間に
響き渡る住民の熱意
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フ
ァ
ン
が
広
が
り
、
12
月
９
、
10
両
日
に
は
名
古
屋
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
な
ど
大
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
公
園
そ
ば
の
石
山
商
店
街
で
は
、
12
月
９
日
か
ら
住

民
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト「
石
山
ス
ノ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

が
始
ま
り
、
石
山
振
興
会
館
（
旧
定
山
渓
鉄
道
「
石
切
山

駅
」）
や
「
ぽ
す
と
か
ん
」（
旧
石
山
郵
便
局
）
な
ど
軟
石

造
り
の
建
物
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
ド
ル
で
彩

ら
れ
て
い
る
。
３
月
31
日
ま
で
。

　

地
元
の
大
学
生
や
高
校
生
も
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
福
士
ま
ち
協
会
長
は
「
今
後

も
若
者
を
は
じ
め
住
民
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
緑
地
公

園
の
活
用
策
を
深
化
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

冬
季
間
、
駐
車
場
は
閉
鎖
中
。

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
元
大
学
教
員＞

９年間かけて97年に全面オープンした石山緑地公園の「ネガティブ・マウンド」。異国雰囲気で、音響効果が抜群といわれ、
屋外ステージとして、薪能や「９・11祈る」という太鼓の共演、地元住民手づくりの「キャンドルナイト」などが行われている

札幌軟石を素材に制作された「軟石雑貨」。店舗兼
アトリエでは「軟石ラブ」の小原さんらが心を込め
てカットして、デコレートした小物が並べられ、外
国人からも人気、という。制作体験も楽しめる


